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情
意
述
語
文、
形
容
詞
文、
動
詞
文、
今
昔
物
語
集、
和

漢
混
清
文

要

旨

今
昔
物
語
集
に
お
い
て 、
情
意
形
容
詞と
そ
れに
対
応
す
る
動
詞
を
述

語
と
す
る
文
は 、
形
容
詞
文
は
和
文
調の
文
章に
動
詞
文
は
漢
文
調の
文

章
に
傾き
な
が
ら
共
存
し
て
い
る 。
こ
れ
は 、
当
時 、
一
般に
情
意
述
語

文
の
形
容
詞
文
は
和
文
的
価
値 、
動
詞
文
は
漢
文
的
価
値
を
も
っ
て
共
存

し
て
い
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る 。
情
意
述
語
文
の
代
表
と
し
て

悲
シ
・
悲シ
プ
を
述
語
と
す
る
文
を
取
り
あ
げ 、
人
称 、
述
部
の
形
式 、

対
象
諾
の
形
式
の
三
つ
の
観
点か
ら
分
析
す
る
と、
今北自に
お
い
て
形
容

詞
文
と
動
詞
文
と
の
聞に
は
文
構
造
上
の
対
立
が
形
を
とっ
て
現
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。
悲
シ・
悲シ
プ
を
述
語
と
す
る
文
の
構
造に

つ
い
て 、
今
昔
の
形
容
詞
文・
動
詞
文
と、
和
文
の
形
容
詞
文・
漢
文
の

動
詞
文
と
を
対
照
す
る
と、
今
昔
は
和
文
が
変
容
し
た
文
体
と
なっ
て
お

り 、
そ
の
変
容
に
は
漢
文
か
ら
の
影
響
が
カ
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る 。

田

中

牧

良R

は
じ
め
に

今
昔
物
語集(一
二
世
紀
前
半
成
立 、
以
下「
今
昔」
と
略
称)
は 、
文
体
史
上 、

本
格
的
な
和
漢
混
清
文
の
始
点
に
位
置
づ
げ
ら
れ
る 。
先
行
研
究
は 、
今
昔
に

は
和
文
に
よ
く
使
わ
れ
る
要
素
と
漢
文(
漢
文
訓
読
文
を
含む 。
以
下
同
様)
に
多

く
見
ら
れ
る
要
素
と
が
混
在
し、
そ
の
混
在
の
あ
り
ょ
う
が
巻
の
進
行
に
し
た

が
っ
て
漢
優
位
か
ら
和
優
位へ
と
大
き
く
変
異
す
る
こ
と
を 、
さ
ま
ざ
ま
な
言

語
現
象
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
て
き
た 。
し
か
し、
和
漢
混
清
文
と
し
て
の
今

昔
が 、
和
漢
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
要
素
を
ど
の
よ
う
に
共
存
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
独
自
の
文
体
を
構
成
し
て
い
る
の
か 、
に
つ
い
て
の
議
論
は 、
あ
ま
り

注
l

行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た 。
本
稿
は 、
和
漢
の
変
異
に
密
接
な
関
係
を
も
つ

あ
る
文
法
現
象
を
取
り
あ
げ
て 、
今
昔
に
お
け
る
和
漢
の
混
渚
の
あ
り
ょ
う
を

記
述
す
る
も
の
で
あ
る 。

一
、

情
意
述
語
文
の
文
体
的
価
値

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
文
法
現
象
は 、
情
意
形
容
詞
ま
た
は
そ
れ
と
対
応
す
る

動
調
を
述
語
と
す
る
文
の
構
造
で
あ
る 。

我レ 、
年
来
観
音
ヲ
懲
ミ
奉
テ 、
仏
前ニ
シ
テ
餓
死
ナ
ム
事コ
ソ
悲
シ
ケ
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表l 今昔の情意述語の巻別出現状況

巻 怪シ 怪シプ 喜シ 喜プ 怖ロ シ 怖ル 悲シ 悲シプ 悔シ 悔ユ 恋シ 恋フ 憎シ 憎ム
4 20 11 l 22 4 3 1 2 

2 11 33 l 10 1 22 6 5 3 

3 4 6 1 17 2 3 3 22 2 1 l 

4 6 11 l 23 l 9 6 23 6 4 3 

5 5 7 30 12 8 3 15 1 4 

6 2 10 15 6 3 17 9 l 

7 1 13 20 2 12 1 16 4 2 

9 21 22 1 15 3 45 4 13 9 

10 10 13 22 8 14 2 20 2 3 8 

11 4 16 44 4 7 2 12 2 1 3 2 
12 l 28 2 32 8 6 9 36 4 l 3 3 

13 3 16 21 l 18 5 36 8 1 2 2 

14 5 13 2 31 4 14 9 30 3 5 4 

15 5 13 7 26 2 3 2 47 2 6 1 

16 13 6 16 38 13 7 20 39 2 3 4 4 

17 9 16 9 35 8 18 13 49 2 5 1 1 1 

19 12 10 17 25 11 10 32 28 l 5 l 3 3 8 

20 19 12 12 23 8 9 7 17 1 5 2 1 2 9 

22 l l 6 6 3 l 3 l l 5 l 

23 6 2 2 2 l 

24 8 4 5 10 14 8 7 12 2 3 10 3 l 

25 4 1 l 19 4 4 2 l 

26 12 9 21 23 13 l 13 12 2 l 4 5 3 

27 20 12 10 4 41 8 2 2 2 2 3 2 l 

28 16 4 4 9 8 3 l 1 5 7 

29 18 7 8 15 13 4 7 6 l 1 3 

30 12 10 4 2 7 8 2 4 5 5 

31 11 13 14 19 4 6 8 4 8 3 3 

計 207 265 147 581 205 215 167 547 16 73 48 89 31 68 

*表記の違いは問わない。 他品詞に転成したものは算入しない。 複合形容詞は算入しないが、 被合動詞は:p:入する。
*↑圭シプ・悲シプには、 怪シム ・悲シムを含める。 怖ノレは送り仮名によって怖ヅと区別できるものだけを算入する。

耳b カ シ耳らヅ {官シ1Bプ 惜シ 惜ム ト3

1 8 

I 3 2 8 

10 1 6 

3 4 4 8 

2 l 2 6 

l 5 

1 3 

2 4 

l 4 1 l 6 

l 1 2 

1 1 

2 1 5 

6 1 

2 1 3 

2 3 2 1 2 
1 7 3 1 1 

4 l 5 2 1 5 

2 3 3 1 7 
1 1 2 1 

2 3 4 

5 3 2 9 l 2 
1 1 3 4 

1 2 l 2 2 

1 3 l 

2 3 4 5 2 5 

1 2 l 3 3 

3 1 3 7 l 

1 1 2 l 

29 64 34 48 20 100 
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レ 。
(一
六
|四)

金
剛
力
士ハ 、
五
体
ヲ
地
ニ
投
テ
悲
ム。
(
三
|三一)
注
3

こ
の
よ
う
な
文
を
本
稿
で
は
「
情
意
述
語
文」
と
呼
び 、
そ
の
述
語
と
な
る
用

言(
傍
線
部)
を
「
情
意
述
語」
と
呼
ぶ 。
ま
た 、
悲
し
み
と
か
喜
び
と
い
っ
た

同
種
の
情
意
に
つ
い
て
形
容
調
と
動
詞
が
対
を
構
成
し
て
い
る
場
合
を
「
情
意

述
語
の
対」
と
言
う
こ
と
に
す
る 。

注
4

さ
て 、
今
昔
の
主
な
情
意
述
語
の
対
に
は 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る 。

怪
シ
・
怪
シ
プ
(
怪シ
ム)

喜
シ
・
喜
プ
怖
ロ
シ
・
怖
ル
悲
シ
・
悲

シ
プ
(
悲シ
ム)

悔
シ
・悔
ユ
恋
シ
・恋
フ
憎
シ
・憎ム
恥
カ
シ
・

恥
ヅ

佑
シ
・
倍 。ブ
惜
シ
・
惜
ム

こ
れ
ら
の
情
意
述
語
の
出
現
回
数
を
巻
別
に
ま
と
め
た
も
の
が 、
表
ー
で
あ
る 。

表
ー
に
よ
れ
ば 、
情
意
の
種
類
に
よ
っ
て
小
異
は
あ
る
も
の
の、
動
詞
は
前
半

の
巻
に
多
く 、
形
容
調
は
後
半
の
巻
に
多い
と
い
う
顕
著
な
傾
向
が
認
め
ら
れ

る 。

今昔物語集の↑育意述語文と文体

先
行
研
究
が
重
ね
て
説
く
と
お
り 、
今
昔
の
文
章
は
巻
の
進
行
に
し
た
が
っ

て
漢
文
調
か
ら
和
文
調へ
と
移
行
す
る
性
格
を
も
っ
て
お
り 、
あ
る
言
語
現
象

に
お
い
て
今
昔
の
前
半
と
後
半
と
で
出
現
傾
向
が
異
な
る
場
合、
漢
文
か
和
文

か
の
文
体
的
変
異
を
う
っ
し
だ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い 。
こ
の
こ
と
は
情
意
述

語
の
対
に
も
あ
て
は
ま
る 。

表2
に
お
い
て
源
氏
物
語(一
一
世
紀
初
頭
成
立 、
以
下「
源
氏」
と
略
称)
と

輿
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
ご
一
世
紀
末
1一一一
世
紀
末
加
点 、
以
下

「
慈
恩
伝」
と
略
称)
と
に
お
け
る
出
現
状
況
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に 、
一
部

注
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の
例
外
を
除
い
て 、
和
文
で
は
形
容
詞
が
優
勢 、
漢
文
で
は
動
調
が
優
勢
で
あ

る
と
い
う
大
勢
が
明
ら
か
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
資
料
に
現
れ
る
の
は 、

当
時一
般
に
形
容
調
文
は
和
文
的
価
値
を
も
ち
動
調
文
は
漢
文
的
価
値
を
も
っ

表
2 

源
氏
と
慈
恩
伝
の
情
意
述
語
の
出
現
状
況

源氏 慈恩伝
怪シ 園 1 

怪シプ 2 国
喜シ 図 。
喜プ 55 圏
怖ロシ 園 。
怖ル 1 図
悲シ 圏 4 
悲シプ 9 図
悔シ 図 。
悔ユ 7 2 
恋シ 図 。
恋フ 52 。
憎シ 回 。
憎ム 29 3 
恥カ シ 図 。
恥ヅ 25 園
{官シ 42 。
位プ 87 。
惜シ 33 2 
惜ム 52 4 

*
源
氏
は、

富
島
達
夫
・

中
野
洋
・

鈴
木
泰
・
石
井
久
雄
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
古
典
対
照
語
い
表」
(
笠
間

容
院)

に
よ
り、

慈
恩
伝
は
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慾
思
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
索
引

篇」
(
東
京
大
学
出
版
会)

に
よ
る。

径
シ
プ
・

悲
シ
プ
に
は、

怪
シ
ム
・

悲
シ
ム
を
含
め
る。
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て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ 、
今
昔
の
前
半
と
後
半
と
の
出
現
傾

向
の
異
な
り
も 、
そ
う
し
た一
般
的
状
況
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
見
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う 。
先
行
研
究
は 、
主
に
個
別
の
語
や
語
法
の
文
体
的
価
値
の
分

析
を
通
し
て
今
昔
の
文
体
を
論
じ
て
き
た
が 、
本
稿
で
扱
う
情
意
述
語
文
は 、

一
般
性
の
高い
文
法
現
象
で
あ
る
点
で 、
文
体
を
は
か
る
指
標
と
し
て
よ
り
有

効
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

以
下 、
今
昔
に
お
け
る
情
意
述
語
文
の
基
本
構
造
を
整
理
し、
和
文
資
料 、

漢
文
資
料
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
今
昔
に
お
け
る
和
漢
の
混
漏
の
あ
り

ょ
う
を
見
通
し
て
い
く 。
具
体
的
な
記
述
の
事
例
に
は 、
悲
シ
と
悲
シ
プ(
悲シ

注
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注
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ム
を
含め
る 。
以
下
悲シ
プ
で
代
表さ
せ
る)
の
対
を
取
り
あ
げ
る 。

二 、

今
昔
の
悲
シ
・
悲
シ
ブ

ニ
ー

一
、

人
称

情
意
述
語
文
の
構
造
を
分
析
す
る
た
め
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て 、
人
称 、

述
部
の
形
式、
対
象
語
の
形
式、
の
三
つ
を
設
定
す
る 。
は
じ
め
に 、
人
称
の

問
題
を
取
り
あ
げ
る 。
表
3
は 、
会
話
文
と
地
の
文
と
に
分
け
て 、
悲
シ
と
悲
3 



シ
プ
の
情
意
の
主
体
の
人
称
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る 。

ま
ず 、
会
話
文
の
状
況
で
あ
る
が 、
悲
シ

の
例
の
ほ
と
ん
ど
は 、
つ
ぎ
の
例
の
よ
う
に

主
体
が
話
し
手
自
身
で
あ
る 。

我レ 、
年
来
観
音
ヲ鴻ω
ミ
奉
テ 、
仏
前

ニ
シ
テ
餓
死
ナ
ム
事コ
ソ
悲
シ
ケ
レ 。

ご
六
|
四)

現
代
語
研
究
に
お
い
て
よ
く
取
り
あ
げ
ら
れ

る
人
称
制
限
が 、
今
昔
の
悲
シ
に
も
あ
て
は

注
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ま
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る 。
話
し
手
以
外
が

主
体
と
な
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る一
例
は 、

つ
ぎ
で
あ
る 。

年
来
多
ノ
雑
共
ヲ
殺
ツ
ル
ハ 、
我
今
夜

思エ
ツ
ル
様ニ
コ
ソ
悲
シ
ク
思エ
ツ
ラ

メ 。
(一
九
八)

「
思エ
ツ
ラ
メ」
と
い
う
主
体
の
認
識
行
為
の

動
詞
が
下
接
し
て
い
る 。

会
話
文
の
悲
シ
プ
を
見
る
と 、
話
し
手
も
話
し
手
以
外
も
主
体
に
な
っ
て
お

り、
動
詞
に
は
こ
の
種
の
人
称
制
限
が
働
か
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る 。
さ

ら
に 、
多
く
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
し
手
以
外
が
主
体
と
な
っ
て
お
り、
悲
シ
プ

の
主
体
は
話
し
手
以
外
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る 。

一房ニ
弟
子
共
泣
キ
悲
ム
デ
ナ
ム
有
ツ
ル。
(一一一
|
三
九)

悲
シ
プ
が
話
し
手
を
主
体
と
す
る
例
は 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。

我レ 、
女
人
ナ
ル
ガ
故ニ
出
家
ア
不
得
ズ
シ
テ
歎
キ
悲
ム
也 。(一
|一
九)

今昔の悲シ・悲シプの人称

悲シ 悲シプ
自己 他者 計 自己 他者 計

話し手 話し手以外 話し手 話し手以外
会話文 図 I 63 13 回 54 

語 り 手 登場人物 語 り 手 登場人物
地の文 13 図 104 。 圏 493 

表3

*心話文・手紙文・和歌は「会話文Jに含める。

傍
点
部
の
よ
う
に
連
体
ナ
リ
で
終
止
し
た
り(
五
例) 、
破
線
部
の
よ
う
に
話
し

手
で
あ
る
自
己
を
示
す
人
称
調
が
文
中
に
表
示
さ
れ
た
り(
五
例)
す
る
場
合
が

多
い 。つ

ぎ
に
地
の
文
の
悲
シ
を
見
る
と 、
登
場
人
物
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
普
通

で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る 。

郎
等 、
此レ
ヲ
見ル
ニ 、
目
暗レ
心
迷
テ
悲
キ
事
無
限
シ。(一
七
二
四)

語
り
手
が
主
体
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
場
合
は 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
で
あ
る 。

此
ヲ
思
フ
ニ 、
観
音
ノ
御
誓
不
可
思
議
也 。
現ニ
人
ト
成
テ
衣
ア
被
ギ
給

ヒ
ケ
ム
事
ノ
哀レ
ニ
悲
キ
也 。
(一
六
八)

大
衆
亦一
時二
音
ア
放
テ
泣
ク
音 、
昔
ノ
沙
羅
林
ノ
人
ノ
泣
キ
ケ
ム
モ
此

コ
ソ
ハ
有
ケ
メ
ト 、
貴
ク
悲
ク
押
シ
量
ラ
ル。
(一
四
|三
九)

傍
点
を
付
し
た
よ
う
に 、
連
体
ナ
リ
で
終
止
す
る
場
合
か(一
一
例) 、
語
り
手

の
認
識
行
為
を
示
す
動
詞
と
共
起
す
る
場
合
か
(二
例)
の
い
ず
れ
か
で
あ
る 。

な
お 、
地
の
文
の
悲
シ
プ
の
例
は
す
べ
て
登
場
人
物
を
主
体
と
し
て
い
る 。

金
剛
力
士ハ 、
五
体
ヲ
地ニ
投
テ
悲
ム。
(
三
|三一)

今
昔
の
悲
シ・
悲
シ
プ
の
人
称
に
つ
い
て
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は 、

つ
ぎ
の
三
点
で
あ
る 。

①
会
話
文
で
は 、
悲
シ
は
話
し
手
自
身
を
主
体
と

す的
場
合
に 、
悲
シ
プ
は

話
し
手
以
外
を
主
体
と
す
る
場
合
に 、
制
限
さ
れ
る 。

②
地
の
文
で
は 、
悲
シ
も
悲
シ
プ
も
登
場
人
物
を
主
体
と
す
る
場
合
に
制
限

さ
れ
る 。

③①②
の
人
称
制
限
が
解
消
さ
れ
る
場
合
に
は 、
連
体
ナ
リ
で
終
止
す
る 、

認
識
行
為
を
表
す
動
詞
に
続
く 、
主
体
の
人
称
詞
が
示
さ
れ
る 、
な
ど
の

特
別
な
形
式
を
と
る 。

4 



ニ
ー

二 、

述
部
の
形
式

悲
シ
・
悲
シ
プ
を
述
語
と
す
る
文
の
述
部
の
形
式
を 、

に
分
け
る 。

a
単
独
形
式
(
単
独 、
ま
た
は
助
詞・
助
動
詞
が
付
属
す
る
形
式)

悲
シ
七
O
例
・
悲
シ
プ
三
四
三
例

但
シ
亦
見
奉一フ
ム
事
ノ
不
有マ
ジ
キ
コ
ソ
悲
ケ
レ 。
(二
九
1二
八)

Ill111
11住U

此
ヲ
見
聞
ク
人、
皆 、
涙
流
シ
テ
貴ビ
悲
ケ
リ。
(一
七
|一
二ニ)

b
熟
合
形
式
(
並
列
用
言・
補
助
用
言・
形
式
体
言
等が
下
接
す
る
形
式)

悲
シ
九
七
例
・
悲
シ
プ
二
O
四
例

住
持 、
此
ノ
御
音
ヲ
間
テ 、
悲
シ
ク
貴
ク
テ 、
臥
シ
丸
ビ
泣
ク
事
無
限
シ。

ご
九
一
四)

今昔物語集の↑青意述語文と文体

今昔の悲シ・悲シブの述部の用法

終止法 接続法 連体法 連用法
a単独形式 図 園 5 I 

悲シ b熟合形式 53 36 8 。

合 計 91 62 13 l 

a単独形式 55 圏 23 。

悲シプ b熟合形式 142 57 5 。

合 計 197 322 28 。

表4

つ
ぎ
の
よ
う
に
二
つ

実ニ
何
許
カ
ハ
俺
シ
ク
悲
シ
ク
思エ
ケ

ム。
(一
九
九)

男
此レ
ヲ
聞
テ 、
悲
キ
事
無
限
ク
シ
テ 、

返
ヌ 。
(一
九
l五)

b
熟
合
形
式
に
は
や
や
雑
多
な
も
の
が
含
ま

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が 、
a
単
独
形
式

の
例
は 、
悲
シ・
悲
シ
プ
が
述
部
の
中
核
と

な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。
以

下
の
考
察
で
は 、
a
単
独
形
式
を
中
心
的
な

デ
1
タ
と
し
て
重
く
扱
い 、
b
熟
合
形
式
は

参
考
的
な
デ
l
タ
と
し
て
必
要
に
応
じ
て
参

照
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る 。
表
4
は 、

述
部
を
用
法
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る

が 、
悲
シ
は
終
止
法
と
接
続
法
に
多
く 、
悲

シ
プ
は
接
続
法
に
多
い 。
そ
の
終
止
法
と
接
続
法
の
場
合
に
つ
い
て 、
述
部
の

形
式
を
分
析
す
る 。

悲
シ
・悲
シ
プ
の
終
止
法
は 、
そ
の
形
式
か
ら
つ
ぎ
の
六
つ
に
分
け
ら
れ
る 。

①
単
独、
ま
た
は
終
助
調
(
カ
ナ(
ヤ)
以
外)
が
付
属
す
る
も
の

我
レ
ニ
代
ラ
ム
ト
有
ル
ハ
世一一
難
有
キ
事
ナ
レ
ド
モ 、
其
ヲ
見
棄
テ、
独

リ
逃
ム
コ
ソ
悲
ケ
レ 。
(二
九
|二
八)

願
主 、
此レ
ヲ
見
テ 、
恐
ヂ
怖
レ
テ 、
「
此レ 、
前
々
ノ
如
ク
塔
ヲ
可
壊
キ

前
相
也」
ト
思
テ 、
歎
キ
悲
ム。
(一一一
一)

牢
願
主
而
作
是
念 、
雷
破
塔
相
也 、
悲
歎
憂
愁 。
(
法
華
験
記
下
八
二

②
終
助
調
カ
ナ
(
ヤ)
が
付
属
す
る
も
の

毎
日ニ
九
百
段
ノ
鉄
ノ
杖
ヲ
負
テ
破
打
迫
ル。
痛
哉 。
悲
哉 。
(二
O
|一

六)本
毎
日
九
百
段 、
鉄
鞭
打
迫
之 、
痛
哉
書口
哉 。
(
日
本
霊
異
記
上三
O)

③
連
体
ナ
リ
が
付
属
す
る
も
の

此
ノ
日ハ 、
正
シ
ク
御
願ニ
依
テ
雨
降
リ
御マ
ス
ト
思
フ
ガ
哀レ
ニ
悲
キ

也 。
(一
二
|一
O)

短 、
年
老
テ
年
来
ノ
夫ニ
今
別レ
テ 、
泣
キ
悲
ム
也 。
(一
五
二
六)

*
今
短
老
後
相
別 、
是
以
突
也 。
(
日
本
往
生
極
楽
記一一一一)

④
時
制
の
助
動
調
が
付
属
す
る
も
の

我
レ
偏ニ 、
観
音
ノ
助
ケ
ニ
依
テ 、
命
ヲ
生
ヌ
ル
事
ヲ
泣
々
ク
喜
テ 、
五

体
ヲ
地ニ
投
テ 、
一涙
ヲ
流
シ
テ
悲ピ
ケ
リ。
(一
六
|二
四)

⑤
推
量
の
助
動
詞
が
付
属
す
る
も
の

而
ルニ 、
彼
ノ
鮒 、
定
メ
テ
狭
キ
所ニ
久
ク
有
テ 、
広
キ
所ニ
有
ラ
ム
卜

悲
ラ
ム。
(一
五
|
四
八)

⑥
複
合
辞
が
下
接
す
る
も
の

5 



山
内
ノ
人、
亦 、
此
レ
ヲ
聞
テ 、
皆 、
貴ビ
不
悲
ズ
ト
云
事
無
カ
リ
ケ
リ。

(一
五
八)①単独(+終助詞)

② 十カ ナ(ヤ)
③ +連休ナリ
④ 十時制辞[注1)
⑤ 十推量辞[注2)
⑥ +複合辞(注3)

合 計
〔注1)ケリ48・ リ2

〔注2)ムl・ ラム3・ケム2 ・ ムトス2・ベシl

〔注3) カギリナシ122・タトヒナシ2・ナラピナシl・ズトイアコトナシ8・
トイヘノマオロカナリl・イハムカタナシI・オロカナラズ2・ヨリホ

カノコトナシ1・ ガゴトシi・ナカレ3
*は、 漢文調の部分に偏在する形式

接続法 悲シ
a単独 b熟合

2 10 

7 10 

17 16 

26 36 

悲シプ
a単独 b熟合
* 21 本5

。 。

牢2 キ3

図 28

困 1

自 105

55 142 

今昔の悲シ・悲シブの述部の形式

終止法 悲シ
a単独 b熟合

図 3

キ13 6 

図 9
o 1 

o 4 

o 30 

38 53 

表5

悲シプ
a単独 b熟合

8 20 

34 3 

図 34

265 57 

①連体形(+形式体言等)
②条件法
③連用形(+助詞{注4))

L:>- 三ム
ロ 日l

〔注4)テ286・ ナガラ2

こ
の
六
種
の
用
例
の
数
を
整
理
し
た
も
の
が 、
表
5
の
上
側
で
あ
る 。
表
の
な

か
に
牢
を
付
し
た
と
こ
ろ
は 、
漢
文
調
の
部
分
に
用
例
が
集
中
す
る
も
の
で 、

右
の
挙
例
の
な
か
で
*
を
付
け
て
引
用
し
た
も
の
の
よ
う
に 、
出
典
文
献
が
判

明
し
て
い
る
説
話
で
は
出
典
に
対
応
表
現
を
も
つ
こ
と
が
多
い 。
表
5
の
上
側

の
a
単
独
で 、
*
が
付
さ
れ
た
部
分
を
除
け
ば 、
悲
シ
と
悲
シ
プ
と
の
聞
に
相

補
分
布
が
浮
か
び
上
が
る 。
つ
ま
り、
悲
シ
は
単
独
ま
た
は
終
助
詞・
連
体
ナ

リ
を
付
属
さ
せ
て
終
止
す
る
の
に
対
し
て 、
悲
シ
プ
は
時
制・
推
量
な
ど
の
助

動
詞
や
複
合
辞
を
と
も
な
っ
て
終
止
す
る 、
と
い
う
対
立
が
読
み
と
れ
る
の
で

あ
る 。
お
そ
ら
く 、
日
本
語
本
来
と
し
て
は
悲
シ
と
悲
シ
プ
と
の
聞
に
終
止
法

の
述
部
形
式
の
対
立
が
存
し
て
い
た
も
の
が 、
漢
文
の
影
響
に
よ
っ
て
漢
文
調

の
部
分
で
は
述
部
の
形
式
に
拡
張
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う 。

接
続
法
は 、
つ
ぎ
の
三
種
に
分
げ
ら
れ
る 。

①
連
体
形
に
形
式
体
言、
補
助
用
言、
助
詞
等
が
下
接
す
る
も
の

僧 、
此レ
ヲ
聞
クニ
貴
ク
悲ニ 、
「
無
始
ノ
罪
障
皆
亡
ビ
ヌ
ラ
ム」
ト
思
フ。

二
三
|一一)

家
ノ
従
女
等
此レ
ヲ
見
テ
泣
キ
悲
ム
程ニ 、
五
尋
許
ノ
毒
蛇
忽ニ
寝
屋
ヨ

リ
出
ヌ 。
(二一
四
|
一=三一

②
仮
定.
確
定
な
ど
の
条
件
法

然
レ
パ 、
此レ
ヨ
リ
末
世
ノ
衆
生
何
ヲ
以
テ
食
セ
ム
ト
思
フ
ガ
悲
シ
ケ
レ

パ 、
突
ク
也 。
(
四
二)

只
此
児
ヲ
ノ
ミ
翫ビ
悲
ビ
ケ
レ
パ 、
介
怪
トハ
思
ケ
レ
ド
モ 、(二
六
|
五)

③
連
用
形
単
独、
も
し
く
は
連
用
形
に
助
詞
が
付
属
す
る
も
の

此レ
ヲ
見
ルニ 、
「
何
ゾ
此
シ
モ
落
チ
給へ
ル
ラ
ム」
ト
思
フ
ニ 、
悲
ク
テ 、

頭
ノ
毛
太
リ
テ 、
怖
ロ
シ
ク
テ
無
端
ク因。ュ 。
(一一一
|三
四)

家
主ニ
此
ク
機
縁
深
ク
シ
テ
行
キ
合へ
ル
事
ヲ
悲
ム
デ 、
惜
ム
事
無
ク
シ

テ
許
シ
テ
ケ
リ。
(二
六
|
二

表
5
の
下
側
が
そ
の
整
理
で
あ
る 。
終
止
法
の
場
合
の
よ
う
に
は
悲
シ
と
悲
シ

プ
と
の
聞
に
相
補
性
は
認
め
ら
れ
ず 、
接
続
法
で
は
対
立
は
解
消
さ
れ
て
い
る 。

そ
の
な
か
で 、
悲
シ
プ
が
③
連
用
形
(
+
助
調)
の
形
式
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る 。

6 

一
一
|

三 、

対
象
語
の
形
式



今昔物語集の情意述語文 と 文体

情
意
述
語
文
の
主
部
で
は 、
情
意
を
引
き
起
こ
す
機
縁
と
な
る
事
態
や
事
物

を
示
す
語
句
が
特
に
重
要
な
要
素
と
な
る
が 、
こ
れ
を
対
象
語
と
呼
び 、
対
象

語
を
示
す
形
式
に
着
目
す
る 。
述
部
が
終
止
法
・
接
続
法
の
例
に
つ
い
て 、
対

象
語
の
形
式
を
観
察
す
る
と
つ
ぎ
の
八
種
に
ま
と
め
ら
れ
る 。

①
体
言
(
+
助
詞)

我
ガ
宿
世
糸
悲
ク
恥
カ
シ。
(
三
O
|
五)

然
レ
パ 、
人
ヲ
哀
ピ
生
類
ヲ
悲
プ
事
無
限
シ。
(一
五
三
六)

②
形
式
体
言
(+
助
詞)

現ニ
人
ト
成
テ 、
衣
ヲ
被
ギ
給
ヒ
ケ
ル
事
ノ 、
哀
レ
ニ
悲
キ
也 。
ご
六
|

八)穴
ヲ
出
ム
事
思
ヒ
絶
タ
ルニ
依
テ 、
忽二
死
ナ
ム
事
ヲ
悲
ム。
(一
七
一

一一一)
③
準
体
法
(
+
助
詞)

死ハ
然
ル
事ニ
テ 、
別レ
申
シ
ナ
ム
ズ
ル
ガ
悲
キ
也 。
(二
六
|
七)

我
ガ
年
老
テ
力
ノ
弱
レ
ル
ア
悲
ム
デ
泣
ク
也
ケ
リ。
(
九
|一
一)

④
条
件
法

経
ノ
文ニ
違
フ
事
無
ケ
レ
パ 、
貴
ク
悲
キ
也 。
(一
七
|
三
三)

遂ニ
聖
人
失
ヌ
レ
パ 、
此
ノ
童
部
泣
キ
悲
テ
聖
人
ヲ
葬
シ
ツ 。
(
二ニ
|二

一一一)
⑤
連
用
形
(
+
助
詞)

然
レ
パ 、
姫
君
モ 、
可
有
ク
モ
無
ク
テ 、
心
細
ク
悲
シ
ク
思
ユ
ル
事
無
限

シ。
(一
九
l
五)

尼 、
此
ヲ
聞
テ
悲
ム
デ
問
テ
云
ク 、
『
此レ 、
祥
蓮
カ
否
ヤ」
卜 。
(一
七
|

一一一一)

⑥
引
用
法

「
多
ノ
年
ヲ
経
テ
コ
ソ
ハ
有
ル
ラ
メ」
ト
見
ルニ 、
心
蹄
ク
怖
シ
ク
成
テ

思
フ
ニ 、
「
何
ナ
ル
苦
ヲ
受
ラ
ム」
ト
悲
ケ
レ
パ 、
彼
ノ
蛇
ノ
為ニ
多
ノ
経

ヲ
読
諦
シ、
千
手
陀
羅
尼
ヲ
請
シ
テ 、
其
ノ
所
ヲ
去ニ
ケ
リ。
(一
四
|
四

一一一)其
ノ
後 、
兵
平
介 、
弥ヨ
恐
ヂ
怖
レ
テ 、
「
我レ 、
無
実
ノ
事ニ
依
テ 、
法

花
ノ
持
経
者
ヲ
殺
サ
ム
ト
為
ルニ
依
テ 、
普
賢
菩
薩
ノ
示
シ
給
フ
事
也」

ト
悲
ム
デ 、
持
経
者ニ
向
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
餓
悔
シ
テ 、
此
ノ
夢
ノ
事
ヲ
語

リ
令
聞ム。
(一
七
|
四
O)

⑦
指
示
詞・
接
続
詞
(
十
助
詞)

父 、
此
レ
ヲ
悲
ム
デ
外ニ
捨
ツ
ル
事
無
シ。
(
四
|
四
二

今昔の悲シ・悲シブの対象語の形式

終止法 悲シ 悲シプ
a単独 b熟合 a単独 b熟合

①体言(+助詞) l 1 5 5 

②形式体言(+助詞) 6 。 6 6 

③準体法(+助詞) 回 26 2 6 

④条件法 1 6 4 8 

⑤連用形(+助詞) 。 8 26 71 

⑥引用法 。 l 3 4 

⑦指示詞・接続調 。 l 3 15 

⑧対象語な し 16 10 6 27 
dEEコh 計 38 53 55 142 

接続法 悲シ 悲シプ
a単独 b熟合 a単独 b熟合

①体言(+助詞) 2 5 24 4 

②形式体言(+助詞) 。 l 20 4 

③準体法(+助詞) 園 7 6 2 

④条件法 2 4 12 2 

⑤連用形(+助詞) 。 6 100 29 

⑥引用法 l 7 13 2 

⑦指示調 ・ 接続詞 。 。 50 9 

@対象語な し l 6 40 5 
dロL 計 26 36 265 57 

7 

表6



其ノ時二 、国挙 、弥ヨ悔ヒ悲テ 、
重ネテ小僧ニ
申テ云ク 、(一
七

l一一一)

⑧対
象語なし

穴悲シ。(五|
二

郎等共 、涙ヲ流シテ悲ム事無限シ。(一
九l一
四)
注
ロ

用例に破線を付した部分が対
象語に該当する表現である。表6はこ

注
目

の八種の用例の数をまとめたものである。この表から悲シの特徴と

して明らかなことは、述部が
終止法の場合も接続法の場合も、@準

注
M

体法(十
助詞)

に集中し、他の形式は多くないことである。悲シは対

象語に準体法を要求する傾向があると言えよう。一
方 、悲シプは、

⑤連用形(+助
詞)

への集中がやや目立つものの、
①から@のすべ

ての形式にわたっており、対
象諾に特定の形式を要求する傾向はな

いと見てよいであろう。

一
一
|

四 、

ま
と
め

ここまでに見てきた、今昔の悲シ・
悲シプを述語とする文の構造

の特徴をまとめると、表7のようになる。人称、述部の形式、対
象

語の形式いずれにおいても、悲シを述語とする文と悲シプを述語と

注
目

する文との聞には明瞭な対立が認められる。

表
7 

今
昔
の
悲
シ
・
悲
シ
ブ
の
文
構
造
の
ま
と
め

悲 悲 述シ シ 圭日五口フ
他 自 人
者 己 称
助 ナ単
動 リ独
5可 下 終 述接終助 止部
複 法の
l仁』3 5司 形
辞 . 式下 連接 体

連 制約用 続接
法青Z な

+ し
助詞
告リ 準 対約 体 三象日五口な 法し + の助 育長詞 式

、

和
文
・

漢
文
の
悲
シ
・

悲
シ
ブ

8 

あ文 もはOるで表 つ 、 例和三をけ ! |日巳 1也否 | 訂 l 。は8た僧近文|りる I 話し手|話し手以外I I こ話は用侶くの-
2雲 |会話文| 園I 17 い 22 I fr主ギT22袋一地主 I 語り手| 登場人物I I 今に氏 し性がと文

1 . . I M_
' • I -� ， .. I I 音偏のての 、 しのると 同の文I 0 I 固I 17 1 | のり悲特発悲て悲悲 、シ異話シ、ふ シ地のなのプ源

御 声 表9 源氏の悲シの述部の用法 との主語部は氏
�;; I I終止法|接続法|連体法|連用法| 同 文体 感分ーを様でのをにO調ほ普 | a 単独形式|図 | 図 I 26 I 2 | のは人と偏 例査
ZE | b 熟合形式I 70 I 52 I 56 I 0 I �号雪SJE裂
さ 聞 | 合 計I 114 I 95 I 82 I 2 | で人ま つお満とびき あ物とてりたすーしつ もい場 源主表なるのでるにめい 、なる毘きけ あ切人氏体8い明文注 。限たた悲し弔 。ーもたたる曙るる 物のにでこらで意今らももシ o.源まごるに 。こだ地 算はとか語さ昔れののプ悲氏いへ?で 女 し とけの入すでなりれとるでとはシにふるど 房 も がの 文 し べあ例手るはとあ思漢プはつな 、 で情のたてるががこ異いるわ文が悲なたもる曹 き意悲も登よ見主となうがれ的現シく l だ積べ司 なだシの場t!.つ体は つ制 、る言価れはか| そりしに いとはの人 しかと 、て限会 。値る三な| のに 、下 例言登 、 物 、らな地いが話 をのO

源氏の悲シの人称表8



し。
(
幻)

こ
れ
は 、
登
場
人
物
で
あ
る
源
氏
を
主
体
と
す
る
悲
シ
で
あ
る
が 、
源
氏
の
内

面
に
感
情
移
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
語
り
手
も
主
体
に
なっ
て
い
る
と
読
む

注目

こ
と
が
で
き
る
例
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
例
は 、
源
氏
の
地
の
文
に
多
い
が 、

今
昔
に
は
稀
で
あ
る 。
前
述
の
よ
う
に 、
今
昔
で
は
語
り
手
が
主
体
に
な
る
場

合
は
連
体
ナ
リ
や
認
識
動
詞
等
の
特
別
な
形
式
に
よ
っ
て
そ
れ
を
明
示
す
る 。

主
体
の
人
称
の
区
別
を
形
式
に
表
さ
な
い
和
文
と 、
そ
れ
を
表
す
今
昔
の
相
違

が
際
立
っ
て
い
る
が 、
こ
う
し
た
相
違
は
会
話
文
で
の
述
語
の
用
法
に
も
う
か

が
わ
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
今
昔
は
話
し
手
を
主
体
と
す
る
場
合
は
悲
シ、
話
し

手
以
外
を
主
体
と
す
る
場
合
は
悲
シ
ブ
と
い
う
使
い
分
け
を
も
つ
の
に
対
し

て 、
和
文
は
そ
う
し
た
区
別
を
も
た
な
い
の
で
あ
る 。

今昔物語集の情意述語文と文体
源氏の悲シの述部の形式

終止法 悲シ
a単独 b熟合

①単独(+終助詞) 園 40 

② + カ ナ(ヤ) 。 4 

@ +連体ナ リ 。 。

④ 十時制辞〔注1) 17 

⑤ +推量辞〔注2) 。 4 

⑥ +複合辞 〔注3) 。 5 
dE』3 計 44 70 

[注1)ケリ9 ・ タリ5 ・リ3 ・ キl
〔注2)ケム l ・ベシ3
[注3)カギリナシ5

接続法 悲シ
a単独 b熟合

①連体形(+形式体言等) 9 22 

②条件法 13 12 

③連用形(+助詞{住4)) 21 18 
dEb3 h 計 43 52 

〔注4)テ28 ・ ツツl

表10
表
9・
表
叩
は 、
源
氏
の
悲
シ
の
述
部
の
形
式
を
整
理
し
た
結
果
で
あ
る 。

表
9
か
ら 、
終
止
法
と
接
続
法
が
括
抗
す
る
こ
と 、
ま
た 、
表
叩
の
終
止
法
で

①
単
独(
+
終
助
詞)
に
集
中
す
る
こ
と 、
同
じ
く
接
続
法
で
特
定
の
形
式
に
偏

ら
な
い
こ
と
な
ど 、
今
昔
の
悲
シ(
表
5)
と
通
い
合
う
現
象
が
見
て
と
れ
る 。

今
昔
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
と
し
て 、
ま
ず
表
刊
の
終
止
法
で
③
連
体
ナ
リ

で
終
止
す
る
形
式
が一
例
も
見
ら
れ
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る 。
前
述
の
と
お
り、

こ
の
形
式
は
今
昔
の
地
の
文
で
語
り
手
が
主
体
に
な
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
特

別
な
も
の
で
あ
っ
た
が 、
源
氏
で
は
語
り
手
が
主
体
と
なっ
て
い
る
こ
と
を
明

示
す
る
形
式
を
も
た
な
い
の
で
あ
る 。
ま
た 、
源
氏
の
悲
シ
の
b
熟
合
で
④+
時

制
辞(「か
な
し
か
り
け
り」
な
ど)
が
多
く
なっ
て
い
る
の
も 、
今
昔
と
大
き
く

異
な
る
点
で
あ
る
が 、
こ
の
形
式
は
今
昔
で
は
悲
シ
プ
に
多い
形
式
で
あっ
た 。

源
氏
で
は
悲
シ
が
担っ
て
い
る
形
式
の一
部
を
今
昔
で
は
悲
シ
プ
が
担っ
て
い

る
面
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。

源
氏
の
悲
シ
の
対
象
語
の
形
式
は 、
表
口
の
通
り
で
あ
る 。
今
昔
の
場
合(
表

源氏の悲シの対象語の形式

終止法 a単独 b熟合
①体言(+助詞) 11 7 

②形式体言(+助詞) 4 9 
③準体法(+助詞) 図 25 

④条件法 3 7 

⑤連用形(+助詞) 4 4 

⑥引用法 。 6 

⑦指示詞 ・ 接続調 。 。

@対象語なし 5 12 
dE』3 計 44 70 

接続法 a単独 b熟合
①体言(+助詞) 5 7 

②形式体言(+助詞) 4 5 

③準体法(+助詞) 図 13 

④条件法 2 5 

⑤連用形(+助詞) 3 5 

⑥引用法 7 8 

⑦指示調・接続調 。 。

⑧対象語なし 5 9 
lE』3 計 43 52 

表116)
と
対
照
す
る
と 、
@
準
体
法(
十
助
詞)
に
も
っ
と
も
多い
こ
と
や 、
⑦
指
9 



示
詞
・
接
続
詞
に
例
が
な
い
こ
と
な
ど
が 、
共
通
点
と
し
て
指
摘
で
き、
対
象

語
の
形
式
か
ら
見
て
も 、
今
昔
の
悲
シ
は
和
文
の
悲
シ
と
通
い
合
う
部
分
が
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る 。
一
方
で 、
表
口
の
数
字
に
下
線
を
付
し
た
と
お
り、

①
体
言
が
多
い
こ
と 、
⑤
連
用
形(
+
助
詞)
や
⑥
引
用
法
に
も
例
が
見
ら
れ
る

こ
と
な
ど 、
今
昔(
表
6)
で
は
悲
シ
プ
に
限
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
も
の
ま
で
が 、

源
氏
で
は
悲
シ
の
対
象
語
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
こ
と
に 、
気
づ
か
れ
る 。
こ
れ

は 、
源
氏
が
悲
シ一
一種
で
受
け
も
っ
て
い
る
対
象
語
の
形
式
を 、
今
昔
は
悲
シ

と
悲
シ
プ
と
が
分
担
し
て
受
り
も
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
現
象
で
あ
る 。
つ
ま

り、
今
昔
の
悲
シ・
悲
シ
プ
は 、
源
氏
の
悲
シ
の
領
域
を
分
け
合っ
て
継
承
し

て
い
る
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

人
称
と
述
部
の
形
式
か
ら 、
今
昔
の
悲
シ
は
和
文
の
悲
シ
を
大
筋
で
受
け
継

ぎ
な
が
ら 、
主
体
の
自
他
の
区
別
を
明
示
す
る
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る 。
さ
ら
に 、
述
部
の
形
式
や
対
象
語
の
形
式
に
は 、
今
昔
の
悲

シ
・
悲
シ
プ
の
区
別
が
和
文
の
悲
シ
の
領
域
を
分
け
合
う
よ
う
に
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
扇
が
現
れ
て
い
る 。

一一一
l

二 、

漢
文
の
悲
シ
プ

中
古
の
漢
文
資
料
と
し
て 、
日
本
霊
異
記(
九
世
紀
前
半
成
立)
と
法
華
験
記

注加

ご
一
世
紀
前
半
成
立)
を
調
査
対
象
と
す
る 。
こ
の
二
書
か
ら
拾い
出
せ
る「
悲」

注引

字
の
う
ち 、
悲
シ
プ
と
読
み
得
る
例
に
つ
い
て 、
主
体
の
人
称
を
ま
と
め
た
も

の
が
表
ロ
で
あ
る 。
会
話
文
の
用
例
は
少
な
い
が 、
地
の
文
で
は
登
場
人
物
を

主
体
と
す
る
場
合
に
限
ら
れ 、
今
昔
の
悲
シ
プ
と
共
通
す
る 。

述
部
や
対
象
語
の
形
式
を 、
細
部
の
読
み
が
確
定
で
き
な
い
漢
文
資
料
か
ら

探
る
こ
と
は
手
続
き
上
困
難
が
と
も
な
う
の
で 、
加
点
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
訓
点
資
料
を
調
査
す
る 。
中
古
に
加

点
さ
れ
た
も
の
の
う
ち 、
悲
シ
プ
の
確
か
な
例
が
多
く
姶
わ
れ
る
資
料
に
慈
恩

注n

伝
と
神
田
本
白
氏
文
集
古
点
ご
二
世
紀
前
半
加
点)
と
が
あ
る
が 、
こ
の
二
書

霊異記・験記の悲シプの人称表12

自己 他者
会話文 話し手 話し手以外

2 2 

地の文 書き手 登場人物
。 図

慈恩伝 ・ 白氏文集の悲シブ

の対象語の形式

10 

b熟合
。

0 

0 

0 

0 

0 

0 

慈思伝・白氏文集(訓点資料)の悲
シブの述部の形式

終止法 a単独
①単独(十終助詞) 固
② + カ ナ O 

③ +連体ナ リ O 

④ 十時制辞[注1) 圏
⑤ 十推盆辞[注2) 国
⑥ +複合辞{注3) 回

合 計 15 

(注1)リ6 [注2)ベシ2 [注3)ニタラズl
接続法 a単独 b熟合

①連体形(+形式体言等) 0 0 

②条件法 o 1 

③連用形(+助詞[注4)) 園 3 

合 計 8 4 
〔注4)テ10

表13

終止法 a単独 b熟合
①体言(+助詞) 国 。

②形式体言(+助詞) 4 。

③準体法(+助詞) 。 。

④条件法 。 。

⑤連用形(+助調) 。 。

⑥引用法 。 。

⑦指示調 ・ 接続詞 1 。

@対象語な し 3 。
ぷE〉3h 計 15 。

接続法 a単独 b熟合
①体言(+助詞) 1 。

②形式体言(+助詞) l l 

③準体法(+助詞) l 。

④条件法 。 。

⑤連用形(+助詞) 3 。

⑥引用法 。 。

⑦指示調 ・ 接続詞 。 。

⑧対象語な し 2 3 
4口� 計 8 4 

表14



に
お
け
る
悲
シ
プ
の
述
部
の
形
式
と
対
象
語
の
形
式
を
整
理
す
る
と 、
表
日
・

注
お

表
H
の
よ
う
に
な
る 。
表
日
に
よ
る
と 、
終
止
法
で
は

伯尚ぷ還
に
分
布 、
接

続
法
で
は
③
に
集
中
し、
今
昔
の
悲
シ
プ(
表
5)
と
よ
く
重
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る 。
一
方 、
表
H
を
見
る
と 、
①
体
言(
+
助
詞)
に
集
中
す
る
と
こ
ろ

が 、
今
昔
の
悲
シ
プ(
表6)
と
異
な
る
点
と
な
っ
て
い
る 。
こ
の
形
式
が
多い

の
は 、
格
関
係
を
明
示
し
な
が
ら
読
み
下
し
て
い
く
漢
文
訓
読
の
特
徴
が
現
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が 、
今
昔
で
こ
れ
が
多
く
な
い
の
は 、
今
昔
が
漢
文
訓

読
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う 。
他
は 、
数
値
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
特
別
な
傾
向
は
見
出
し
に
く
い

が 、
今
昔
の
悲
シ
プ(
表6)
も
広
い
範
囲
の
形
式
の
対
象
語
を
と
っ
て
い
た
こ

と
と
大
き
く
矛
盾
す
る
現
象
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う 。

今
昔
の
悲
シ
プ
は 、
漢
文
の
悲
シ
プ
と
通
じ
る
部
分
が
確
か
に
あ
っ
て 、
大

勢
と
し
て
は
そ
れ
を
受
容
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る 。
た
だ
し、

漢
文
の
悲
シ
プ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
な
い
面
も
あ
り 、
今
昔
の
悲
シ
プ
は
漢
文

の
悲
シ
プ
を
受
容
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る 。

今昔物語集の情意述語文 と 文体

四 、

和
漢
混
清
文
と
し
て
の
今
昔
の
文
体

こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
に
し
得
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
四
点
に
な
る 。

①
今
昔
の
情
意
述
語
文
に
お
い
て 、
形
容
調
文
は
和
文
的
価
値
を
も
ち 、
動

詞
文
は
漢
文
的
価
値
を
も
っ
て
共
存
し
て
い
る 。
こ
れ
は 、
当
時一
般
の

情
意
述
語
文
の
文
体
的
価
値
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る 。

②
情
意
述
語
文
の
代
表
と
し
て 、
悲
シ
と
悲
シ
プ
を
述
語
と
す
る
文
の
構
造

を
分
析
す
る
と 、
今
昔
に
お
い
て
両
者
は
文
構
造
上
の
対
立
を
も
ち
な
が

ら
共
存
し
て
い
る 。

③
今
昔
の
悲
シ
・
悲
シ
プ
は 、
和
文
の
悲
シ
の
領
域
を
分
け
合
う
よ
う
に
継

承
し
て
い
る 。

④
今
昔
の
悲
シ
プ
は 、
大
勢
と
し
て
漢
文
の
悲
シ
プ
を
受
容
し
て
い
る 。

今
昔
の
文
体
を
論
ず
る
先
行
研
究
は 、
①
に
あ
た
る
文
体
的
価
値
の
指
摘
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
が 、
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
和
漢
の
要
素
が
ど
の
よ
う
に
共

存
し
て
い
る
の
か
を
問
う
の
に
は 、
文
体
的
価
値
の
対
立
を
規
定
し
て
い
る
要

因
を
探
る
必
要
が
あ
る 。
情
意
述
語
文
の
場
合
は 、
②
の
文
構
造
上
の
対
立
が

注
M

そ
れ
に
あ
た
る 。
③
の
事
実
か
ら 、
今
昔
の
文
体
は
和
文
の
文
体
を
継
承
し
つ

つ
も 、
和
文
で一
種
の
述
語
で
表
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
二
種
の
述
語
で
言
い
分

け
る
よ
う
な、
分
析
的
な
文
体
に
変
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
そ
し
て
④

か
ら 、
悲
シ
プ
の
台
頭
に
は
漢
文
の
影
響
が
大
き
な
カ
を
与
え
た
と
言
え
る 。

こ
う
し
た
変
容
は 、
日
本
語
の
内
な
る
推
移
と
し
て
の
形
容
詞
文
か
ら
動
詞
文

注
お

へ
と
い
う
方
向
に 、
動
詞
文
に
よ
る
表
現
を
活
性
化
さ
せ
る
外
か
ら
の
カ
と
し

て
の
漢
文
の
影
響
が
及
ん
だ
と
こ
ろ
に
起
こ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る 。

情
意
述
語
文
か
ら
見
た
今
昔
の
文
体
は 、
一
言
で
言
え
ば 、
和
文
の
継
承
を

基
盤
と
し
な
が
ら
漢
文
の
影
響
を曲家っ
た
も
の
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
と
ら
え

方
は 、
和
漢
混
清
文一
般
に
通
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が 、
基
盤
と
な
る
和
文

体
と
そ
れ
に
か
ぶ
さ
る
漢
文
体
と
の
共
存
の
あ
り
ょ
う
は 、
和
漢
混
清
文
の
文

体
史
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
呈
す
る 。
今
昔
の
上
に
現
れ
る 、
巻
の
進

行
に
し
た
が
う
か
の
よ
う
な
漢
か
ら
和へ
の
整
然
と
し
た
文
体
の
変
異
も 、
変

住
町四

異
を
包
含
す
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
和
漢
混
清
文
の
文
体
史
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か 、
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
直
し
て
み
た
い

が 、
そ
れ
は 、
今
昔
以
外
の
和
漢
混
清
文
の
資
料
の
具
体
的
な
分
析
を
経
た
後

に
試
み
る
こ
と
に
し
た
い 。

11 



注
1

一
九
七
五
年こ
ろ
ま
で
の
今
昔
の
言
語
研
究
の
歴
史
を
ま
と
め
た
佐
藤
武
義

『
今
昔
物
語
集
の
語
染
と
語
法』
(一
九八
四
年 、
明
治
容
院)
は 、
和
漢
の
変

異
の
指
摘に
安
ん
じ
て 、一
九
六
0
年
代
に
研
究
方
法
の
惰
性が
見
ら
れ
た
が 、

山口
佳
紀「
今
昔
物
語
集
の
文
体
基
調
に
つ
い
て

||由(ヨ
と
の用法を通して

ll」
(『
国
語
学」
六
七 、
一
九
六
六
年 、
再
録「
古
代
日
本
文
体
史
論
考』
一

九
九
三
年 、
有
精
堂)
が 、
今北目
の
文
体
基
調
は
変
体
漢
文
で
あ
る
こ
と
を
主

張し
て
以
来 、
再
び
研
究が
活
性
化
し
た 、
と
述べ
て
い
る 。
そ
の
後 、
今
昔

の
文
体
基
調
が
変
体
漢
文
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
支
持
す
る
有
力
な
論
考
は

提
出
さ
れ
て
い
な
い
が 、
山
口
の
論
考
以
来 、
和
文
で
も
漢
文
で
も
ない
文
体

に
今
昔
の
文
体
の
本
質
を
求
め
る
動
向
が
強
ま
り 、
最
近 、
藤
井
俊
博が
仏
教

系
の
漢
文
の
影
響
を
重
視
し
た
り(「

今
昔
物
語
集
の
文
体
と
法
華
験
記
||「更

ニ
無
と
をめぐっ
て
||」

『
国
語
学』一
七
三 、
一
九
九
三
年) 、
青
木
毅
が「
漢

文
繍
訳
体」
の
存
在
を
想
定
し
た
り
す
る
の
も
(「『
今
昔
物
語
集」
の
文
体
の

一
側
面
||機能動詞「ナス」の分布が示唆するもの
||」

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』

九
九 、
一
九
九
七
年
て
そ
の
流
れ
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
し
か
し 、
そ

の
方
向
が
今
昔
の
文
体
を
和
文
や
漢
文
か
ら
切
り

放
さ
れ
た
とこ
ろ
に
位
置づ

り
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば 、
和
漢
混
清
文
と
し
て
の
今
昔
の
文
体
の
本
質
か

ら
遠
ざ
か
る
こ
とに
な
る 。
こ
の
流
れ
に
対
し
て
批
判
的
立
場
を
と
る
船
城
俊

太
郎
は 、
「
今
昔
物
語
集
の
三
つ
の
文
章
要
素
||「其レ

ご
をめぐっ
て
||」

(『
国
語
国
文」
五
五
三 、
一
九
八
六
年)
に
お
い
て 、
和
文・
漢
文・
変
体
漢

文
の
三
つ
の
文
章
に
特
徴
的
な
要
素
が
すべ
て
今
昔
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と

見
て
い
る
が 、
そ
れ
ら
の
諸
要
素
が
ど
の
よ
う
な
原
理
で
共
存
し
て
い
る
の
か

の
議
論
に
進
む
べ
き
段
階に
き
て
い
る 。
な
お 、
今
昔
の
な
か
の
変
体
漢
文
の

要
素に
つ
い
て
は 、
こ
の
文
体
が
和
漢
の二
極
の
間
で
ど
の
よ
う
に
位
置づ
け

ら
れ
る
の
か
の
分
析
を
踏
ま
え
て
よ
く

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が 、
本
稿
の
範

囲
を
越
え
る
も
の
で 、
今
は
そ
の
準
備が
ない 。

注
2

今
昔
の
本
文
は 、
山
田
孝
雄・
山
田
忠
雄・
山
凹
英
雄・
山
田
俊
雄
『
今
昔

物
語
集』
(
日
本
古
典
文
学
大
系 、
岩
波
哲
庖)
に
よ
り 、
訓
は一
部
あ
ら
た
め

る 。
挙
例
の
後
の
漢
数
字
は 、
巻
番
号
と
説
話
番
号
を
示
す 。

注
3
こ
の
よ
う
な
文
を 、
寺
村
秀
夫
「
感
情
表
現
の
シ
ン
タ
ク
ス
||「高次の文」

による分析の一
例
||」

(『
言
語
三一
ム一 、
一
九
七
三
年 、
再
録『
寺
村
秀
夫
論

文
集
H』
一
九
九
三
年 、
く
ろ
し
お
出
版)
は 、
「
感
情
表
現」
と
呼ん
で
い
る

が 、
こ
の
呼
び
名
で
は 、
感
動
詞・
副
詞や
助
詞・
助
動
詞
等に
よ
る
感
情
表

出
の
文
も
含
ま
れ
て
し
ま
う 。
本
稿
は 、
情
意
形
容
詞
と
そ
れに
対
応
す
る
動

詞
を
述
語
と
す
る
文
に
限
定
し
た
呼
び
名
と
し
て 、
「
情
意
述
語
文」
とい
う
用

語
に
よ
る
こ
とに
す
る 。

注
4
こ
れ
ら
の
情
意
述
語
の
抽
出
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
順に
よ
っ
た 。
ま
ず 、
佐

藤
武
義
前
掲
害に
あ
げ
る
今
昔
の
全
形
容
詞の
な
か
か
ら

情
意
形
容
詞
と
目
さ

れ
る
も
の
(
感
覚・
評
価
の
意
味
に
傾
く
も
の
は
除
く)
を
取
り
出
し 、
対
に

な
る
動
詞
が
存
在
す
る
も
のに
つ
い
て 、
馬
淵
和
夫
監
修
『
今
昔
物
語
集
文
節

索
引』
(
笠
間
脅
院)
を
検
索
し 、
今
昔
全
体で
形
容
詞・
動
詞
と
も
に
十
回
以

上
用い
ら
れ
る
も
の
を
抽
出
し
た 。

注
5

佑
シ・
伶プ 、
惜シ・
惜ム
の
対
が
例
外
と
な
る
が 、
そ
の
理
由
は
今
の
と

こ
ろ
不
明
で
あ
る 。

注
6
先
行
研
究に
は 、
和
文に
特
徴
的
な
要
素
を「
和
文
語」 、
漢
文に
特
徴
的
な

要
素
を
「
漢
文
訓
読
語」
と
規
定
し 、
文
体に
よ
る
位
相
差
と
定
位
し
よ
う
と

い
う
傾
向
が
あ
る 。
し
か
し 、
そ
う
し
た
立
場に
は 、
同
語
反
復に
陥
り
が
ち

で
あ
る
こ
と、
文
体
を
固
定
し
た
も
の
と
と
ら
え
が
ち
に
な
る
こ
と、
な
ど
の

問
題
が
あ
る
よ
うに
思
う 。
本
稿
は 、
言
語
要
素
の
文
体
差
を
価
値
的
な
も
の

と
と
ら
え
る
立
場
か
ら 、
「
和
文
的
価
値」
「
漢
文
的
価
値」
あ
る
い
は
「
文
体

的
価
値」
な
ど
の
言い
方
を
す
る 。

注
7

関一
雄「『
か
な
し
ぶ」
「か
な
し
む』
『
か
な
し
が
る』
小
考

||中古仮名文

学の用例について
||」

(「
山
口
国
文』
四 、
一
九
八一
年)
は 、
悲シ
プ
と
悲

シ
ム
の
聞
に
は
文
体
的
価
値に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が 、
今北日

に
関
す
る
限
りそ
う
し
た
差
異
は
認
め
ら
れ
ない 。
阿
部
健二
「『
か
な
し
ぶ・

か
な
し
む』
孜
||『今昔物語集』
を中心に
||」

(『
新
潟
大
学
国
文
学
会
誌』

二
五 、
一
九
八二
年 、
再
録『
国
語
文
法
史
論
考』
一
九
八
六
年 、
明
治
舎
院)
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今昔物語集の情意述語文 と 文体

に
し
た
がっ
て一
つ
の
語
の
語
形
の
ゆ
れ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。
ま

た 、
関一
雄が 、
前
掲
論
文
及
び『
平
安
時
代
和
文
語
の
研
究」
(一
九
九
三
年 、

笠
間
書
院)
で
問
題
に
す
る
よ
う
に 、
悲
シ
ガ
ル
と
の
関
係に
も
考
慮
が
必
要

だ
が 、
今
昔
で
は
ガ
ル
動
詞
の
用
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
(
悲
シ
ガ
ル一
例・

怪
シ
ガ
ル
四
例・
悔シ
ガ
ル一
例・
恋シ
ガ
ル一
例・
憎
ガ
ル一
例
な
ど) 、
本

稿
の
情
意
述
語
の
対
と
は
別の
問
題
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う 。

注
8

情
意
の
種
類
を
固
定
し
た
の
は 、
形
容
詞
文
と
動
詞
文
の
問
題に
論
点
を
絞

り
込
む
た
め
で
あ
る 。
特に
悲
シ・
悲
シ
プ
の
対
を
選
ん
だ
こ
とに
意
図
は
な

く 、
以
下
に
整
理
す
る
形
容
詞
文
と
動
詞
文
の
諸
特
徴は 、
他
の
情
意
述
語
の

対
に
も
基
本
的
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る 。
そ
の
う
ち 、
怖ロ
シ・
怖ル
の
対

に
即
し
て 、
本
稿
の
前
段
階
の
整
理
を
試み
た
拙
稿
に
「
今
昔
物
語
集
の
オ
ソ

ロ
シ
と
オ
ソ
ル
に
つ
い
て
||

感
情
表
現
にお
け
る
形
容
詞
と

動
詞
||」

(『晶子
苑』
六

六一
・

六
六
二 、
一
九
九
五
年)
が
あ
る 。

注
9
現
代
語
の
情
意
形
容
詞
の
人
称
制
限
に
つ
い
て
は 、
西
尾
寅
弥
『
形
容
詞
の

意
味・
用
法
の
記
述
的
研
究」
(一
九
七二
年 、
国
立
国
語
研
究
所
報
告
四
四 、

秀
英
出
版) 、
寺
村
秀
夫
前
掲
論
文
及
び『
日
本
語
の
シン
タ
ク
ス
と
意
味
l
H」

二
九
八
二
年・一
九
八
四
年 、
く
ろ
し
お
出
版)
を
は
じ
め 、
研
究
の
蓄
積
は

厚い 。
そ
れ
ら
は 、
人
称
制
限
が
解
か
れ
て
話
し
手
以
外が
主
体
に
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
場
合
を
指
摘
し
て
い
る
が 、
今
昔
の
悲
シ
で
は 、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

例
で
話
し
手
が
主
体
と
なっ
て
い
る 。
情
意
形
容
詞
の
人
称
制
限
は 、
現
代
語

よ
り
も
古
代
語
に
顕
著
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が 、
詳
細に
つ
い
て
は
今
後
の

研
究に
待
ち
た
い 。

注
m
話
し
手
を
主
体
と
す
る
人
称
制
限
が
形
容
詞
文に
働
き
動
詞
文に
働
か
な
い

の
は 、
現
代
語
に
つ
い
て
論
じ
た
金
水
敏
「
述
語
の
意
味
層
と
叙
述
の
立
場」

(「
女
子
大
文
学
園
文
篇』
四
て
一
九
九
O
年)
の
表
現
を
借
り
れ
ば 、
形
容

詞
文
が
「
内
的
徴
証
の
純
粋
な
表
現」
で
あ
る
の
に
対
し
動
詞
文
は
「
内
的
徴

証
と
外
的
徴
証
と
の
多
層
的
表
現
で
あ
る
か
ら」
だ
と
考
え
ら
れ
る 。
し
か
し 、

動
詞
文に
他
者
を
主
体
と
す
る
人
称
制
限
が
認
め
ら
れ
る
点に
つ
い
て
は 、
現

代
語
研
究
の
な
か
に
詳
し
い
指
摘
は
見
出
だ
せ
ない
よ
う
で
あ
る 。
こ
れ
は
古

代
語
に
特
徴
的
な
制
限
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
が 、
そ
の
広
が
り
等に
つ
い
て
は

今
後
の
研
究に
待つ 。

注
目
こ
こ
で
は
述
部
の
形
式
を
見
る
こ
と
が
目
的
な
の
で 、
悲
シ
プ
が
複
合
動
詞

の
構
成
要
素に
なっ
て
い
る
場
合
で
も 、
後
項
が
悲シ
プ
の
場
合
は
単
独
形
式

に
含
め
て
あ
る 。

注
ロ
こ
こ
で
は 、
一
文
の
範
闘で
あ
れ
ば
従
属
句
で
あっ
て
も
対
象
語
と
認
定
し

て
お
り 、
時
枝
誠
記『
国
語
学
原
論』
二
九
四一
年 、
岩
波
書
庖)
の
言
う「
対

象
一語(
格)」
よ
り
も
か
な
り
広い
も
の
と
なっ
て
い
る 。

注
日
複
数
の
語
句
が
対
象
語
に
な
る
場
合
は 、
述
語
に
近い
位
置
に
あ
る一
つ
の

み
を
数
え
る 。
例
え
ば 、
⑥の
第一
例
は 、
「
思
フニ」
「
見ル
ニ」
で
ま
と
め

ら
れ
る
句
も
対
象
語
に
な
り
得
る
が 、
「
悲
ケ
レ
パ」
に
最
も
近い
位
箇の
ト
に

よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
句
の
み
を
対
象
語
に
数
え
る 。

注
M
終
止
法
で
は 、
⑧
対
象
諮
な
し
に
も
多い
が 、
対
象
語
が
明
示
さ
れ
ない
現

象
を 、
対
象
語
が
明
示
さ
れ
る
①
1

⑦の
現
象
と
同
列
に
は
扱い
に
く
い
の
で 、

こ
こ
で
は
除
外
し
て
考
え
る 。
ま
た 、
終
止
法
で
は
②
形
式
体
言
(
十
助
詞)

に
も
少
な
く
ない
が 、
ほ
と
ん
ど
はコ
ト

(
+
助
詞)
の
形
式
で
あ
り 、

③
準

体
法
(
+
助
詞)
に
準
ず
る
も
の
と
見
ら
れ
る 。

注
目
川
端
善
明
が
「
用
言」
(『
岩
波
講
座
日
本
語
6
文
法
I』

一
九
七六
年 、
岩

波
書
庖)
な
ど
で
説
く 、

文
の
価
値
的
な
種
類
と
し
て
の
形
容
詞
文・
動
詞
文

の
対
立
が 、
今
昔
の
情
意
述
語
文で
は
文の
形
式
的
な
種
類
と
し
て
の
対
立
に

反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
な
お 、
述
部や
対
象
語
の
形
式に
現
れ

た
対
立
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
は 、
今
後
の
課
題
で
あ
る 。

注
日山
本
文
は 、
阿
部
秋
生・
秋
山
慶・
今
井
源
衛
『
源
氏
物
語」
(
日
本
古
典
文
学

全
集、
小
学
館)
に
よ
り 、
用
例
の
検
索に
は
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成」

(
中
央
公
論
社)
を
利
用
し
た 。

注
げ
用
例
数
が
少
な
い
源
氏
の
悲シ
プ
は 、
以
下
の
文
構
造
の
分
析
の
対
象か
ら

は
除
外
す
る
が 、
人
称 、
述
部の
形
式 、
対
象
語
の
形
式い
ず
れ
に
お
い
て
も 、

今
昔
の
悲
シ
プ
の
用
法
の
範
囲
を
出
る
も
の
で
は
ない 。

注
出
悲
シ
プ
は 、
僧
侶
の
詞
三
例 、
男
性の
詞
三
例 、
女
性の
詞一
例
(
手
習
巻
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の
妹
尼)
の
他 、
地
の
文に
二
例
用い
ら
れ
て
い
る 。
こ
れ
は 、
築
島
裕
「
平

安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究』(一
九
六
三
年 、
東
京
大
学
出
版
会)

の
言
う「
漢
文
訓
読
特
有
語」
の
出
現
状
況
に
合
致
す
る 。
こ
の
種
の
語
に
は 、

日
本
語
に
は
元
来
な
か
っ
た
も
の
が
漢
文
訓
読に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
と、
文

体
的
価
値
の
た
め
に
漢
文
に
偏っ
て
使
用
さ
れ
る
場
合
と
のこ
つ
の
類
型
が
あ

る
が 、
そ
の
区
別
は
従
来
明
確
で
な
かっ
た 。
悲シ
プ
は 、
「
漢
文
訓
読
語
に
お

い
て
作
ら
れ
た
も
の」
(
阿
部
健二
前
掲
論
文)
で
は
な
く 、

後
者
の
類
型に
属

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

注
目
上
野
英二
『
源
氏
物
語
序
説」
(一
九
九
五
年 、
平
凡
社) 。

注
加
こ
の二
書
は
今
昔
に
先
行
す
る
漢
文
体
説
話
集
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り 、

今
昔
の
有
力
な
典
拠
で
も
あ
る 。
本
文
は 、
出
雲
路
修『
日
本
霊
異
記」
(
新
日

本
古
典
文
学
大
系 、
岩
波
書
庖) 、
井
上
光
貞・
大
曽
根
章
介
『
往
生
伝
法
華

験
記」
(
日
本
思
想
大
系 、
岩
波
書
庖)
に
よ
る 。

注
幻
こ
の
二
舎
に
は
悲シ
と
読
み
得
る
「
悲」
字
が
合
わ
せ
て
三
例
あ
る
が 、
ぃ

ず
れ
も
会
話
文
で
話
し
手
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る 。

注
幻
慈
恩
伝
は
築
島
絡
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺三
歳
法
師
伝
古
点の
国
語
学
的
研

究
訳
文
篇」
(
東
京
大
学
出
版
会) 、
白
氏
文
集
は
太
田
次
男・
小
林
芳
規
「
神

田
本
白
氏
文
集
の
研
究」
(
勉
誠
社)
に
よ
る 。
今
昔
や
源
氏
に
く
ら
べ
て
分
析

対
象に
な
る
用
例
の
数
が
少
ない
こ
と
が
問
題
で
あ
る
が 、
資
料
の
範
囲
を
広

げ
て
も
飛
躍
的
に
抽唱
え
る
も
の
で
は
ない 。
今
後 、
他
の
情
意
述
語
の
対
の
調

査
に
よっ
て
補っ
て
い
き
た
い 。

注
お
こ
の二
書に
は
悲シ
と
加
点
さ
れ
た
例
が
合
わ
せ
て
七
例
見
ら
れ
る
が 、
述

部・
対
象
語い
ず
れ
の
形
式
に
お
い
て
も 、
今
昔
の
悲シ
の
用
法
の
範
囲
を
出

る
も
の
で
は
な
い 。

注
M
先
行
研
究
で
は 、
文
体
的
価
値
の
対
立
を
も
っ
対
は 、
他
の
点で
は
等
価
な

対
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
傾
向
が
あっ
た
が 、
実
際
は 、
文
体
的
価
値

は
他
の
要
因
に
規
定
さ
れ
る
場
合
も
多い 。
例
え
ば 、
宮
島
達
夫
は
『
動
詞
の

意
味・
用
法
の
記
述
的
研
究』
(
国
立
国
語
研
究
所
報
告
四
三 、
一
九
七
二
年 、

秀
英
出
版)
な
ど
で 、
語
の
意
味
と
文
体
的
価
値
の
緊
密
な
相
関
を
指
摘
し
て

い
る 。
築
島
裕が
注凶
著
書
で
「
表
現
対
象は一
往
同
じ
で
あ
る
が 、
表
現
者

の
表
現
態
度
に
よっ
て
語
形が
二
つ
に
分
か
れ
る」
と
指
摘
す
る 、
「
和
文
語」

「
漢
文
訓
読
語」
の
「二
形
対
立」
の
現
象
な
ど
も 、
「
表
現
者
の
表
現
態
度」

が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る 。

注
お
川
端
善
明
「
動
詞
文・
格」
(『
国
語
国
文」
二
八ムニ 、
一
九
五
九
年)
は 、

「
形
容
詞
文
把
握か
ら
動
詞
文
把
握へ
とい
う
方
向は」
「
日
本
語
の
叙
述
文
の

通
時
的
l

む
し
ろ
発
生
と
変
遷
に
まつ
わ
る
と
もい
う
べ
き
解
釈に
お
い
て
も

伺
わ
れ
る
の
で
は
ない
か
と
思
う」
と
述べ
る 。

注
お
山
田
俊
雄「
和
漢
混
清
文」
(『
岩
波
講
座
日
本
語
刊
文
体』
一
九
七
七
年 、

岩
波
書
庖)
の、
「
文
体の一
種
と
し
て
の
「
和
漢
混
清
文」
と
は 、
「
和
文」

な
ら
ざ
る
も
の
を
包
含
す
る
文
章
とい
う
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あっ
て 、
一
つ

の
文
体
と
し
て 、
そ
れ
を
確
立
し
た
も
の
と
は
認
め
が
たい」
とい
う
言
を 、

そ
の
よ
う
に
解
し
たい 。

付
記
本
稿
は 、
訓
点
語
学
会
第
七
七
回
研
究
発
表
会
二
九
九
七
年一
O
月 、
山

形
大
学)
で
の
口
頭
発
表
の
内
容
に
基づ
い
て
い
る 。

||
国
立
国
語
研
究
所
研
究
員
||

(
平
成
十
年
二
月
九
日
受
理)
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